
浄慈院 山澄先生が

体験された方に聞いた話

空 き 地 などには 、 沢山 の 銃弾 や 爆弾 の 砲弾 が 落 ちてい

た 。 当時 、 小学校 １ 年生位 の 子 どもたち が 、 それを 集 め

て 金 づちで 打 っていたら 、 爆発 して 腕 が 吹 っ 飛 んでしま

った 。 当時 、 戦争 に 反対 すると 非国民 と 言 われ 、 いじめ

られたり 差 別 されたりした 。 今 とは 違 って 、 ランドセル

みたいなかばんは 厚紙 で 作 ったり 、 わらじも 自分 で 作 っ

たりして いたんだよ 。「 ほしがりません 。 勝 つまでは 」 と

いう 標語 もあり 、 ぜいたくできなかったんだから 。

花田小学校６ 年生の授業の様子

こ う した学習を通して、 子どもたちは、

今まで自分と は関係のないもの、ゲームの

中のこ と ぐらいに捉えていた「 戦争」 を、

それまでと は異なり 、身近な問題と して考

えるよう になる。また命の尊さについても

深く 感じるよ う になる。

記録は 遺さ な く て は な ら な い 。

記憶は 伝え な く て は な ら な い 。

兵東政夫氏著「 軍都豊橋」 まえがきより 抜粋
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食 べ る 物 が 本 当 に な く て 、 苦 し い 生 活 が 毎 日 続 い て い た よ 。

そ こ ら 中 の 道 路 や 空 き 地 を 畑 に し て 、 サ ツ マ イ モ や か ぼ ち ゃ を

植 え て い た よ 。 花 田 小 の 運 動 場 の 南 半 分 を 畑 に し て サ ツ マ イ モ

を 植 え て た 。 で も 、 野 菜 を 育 て る 肥 料 が 無 い か ら 、 馬 ふ ん を 道

路 に 拾 い に 行 っ て 、 そ れ を 肥 料 に し て い た 。 い な ご を 取 り に い

っ て 焼 い て 食 べ た り も し た よ 。 学 校 で は 、 夏 休 み の 宿 題 に 、 軍

馬 の 干 し 草 を 集 め る 宿 題 が あ っ た よ 。 空 襲 警 報 が 鳴 る と 、 走 っ

て 家 ま で 帰 っ て 、 空 襲 警 報 が 解 除 さ れ る と 、 ま た 学 校 に 戻 っ て

い た 。 終 戦 近 く に な る と 、 毎 日 警 報 が 鳴 っ て い て 授 業 ど こ ろ で

は な か っ た 。 そ ん な 中 で も 毎 週 日 曜 日 に は 、 朝 ６ ： ３ ０ に 羽 田

八 幡 宮 に 行 き 、「 必 勝 祈 願 」 を 行 な っ て い た ん だ よ 。

当時 花田小学校４年生

羽田野さんの話

空き 地などには、 沢山の銃弾や爆弾の砲弾が落ち

ていた 。 当時、 小学校 1 年生位の子ども たちが、 そ

れを 集めてかなづちで打っていたら 、 爆発し て腕が

吹っ飛んでし ま った。 当時、 戦争に反対する と 非国

民と 言われ、 いじめら れたり 差別さ れたり し た。 今

と は違って、 ラ ンド セルみたいなかばんは厚紙で作

ったり 、 わら じ も 自分で作ったり し ていたんだよ 。

「 ほし がり ません。勝つまでは 」 と いう 標語も あり 、

ぜいたく でき なかったんだから 。


